
リエアは馨

リニア新幹線工事実施計画 (そ の2) ０

訴認 可取 ιl消 しを求め東京地裁に提

」R東海は 10乍年に「中央新幹線工事実施計画

(その 2)」 を国交大臣あてに提出し、国交省は

0乍年3月これを認可しました。

これはリエア鉄道施設 (ト ンネル、駅舎、変電

所、=車両基地、非常□設備)に付随する電気・通

信工事や、列車の運行に関連する通信方法などを

盛り込んだもので、環境影響評価手続きを全く受

けていません。 記者会見のようす

「中央新幹線工事実施計画 (その2)」 の提訴は、りニアが鉄道事業法や環境影響評価法に違反をしており、

りニアエ事が南アルプスの自然の破壊や沿線の住民生活の侵害などをもたらすもので、工事計画の実施を取り

消すよう求めており、その意味で「中央新幹線工事実施計画 (その2)」 の認可取消しを求める今回の訴訟は

「第2次提訴」と位置づけられるものです。

この日の提訴行動には、第一次訴訟原告側の関島保雄さん、横山聡さん、和泉貴主さんの三弁護土のほか、

川村晃生 (第一次訴訟)原告団長、そして第二次訴訟原告の萩原安雄さん (相模原 。中央区)、 岩丼京子さん

(東京・大田区)、 本村まりさん (東京・杉並区)、 籠谷清さん (東京 。調布市)、 松岡かおるさん (川崎・宮

前区)が提訴手続きと記者会見に参加しました。(原告は67人 )

<記者会見での発言>
萩原さん :「相模原市内のりニアルートは橋本に駅ができるため、14m～25mの浅深度 トンネリレが掘られ

る。そのためルートがかかる土地の地権者には地上権が生じる。いま30人ほどの地権者がまとまつて」R東

海と対応しようとしているが、」R東海から説明が行われない。地権者 1人でも反対すれば工事は出来ない。

他にも地権者が立ち上がっている。東京外環道の大深度工事で酸素のない空気が地表に吹き出したが、もつと

深度が浅い相模原でも同じことが起きるので工事は許されない」。岩丼さん「私は大鹿村に行き、りニアエ事

で村がどうなるか心配になつた。南アルプスの自然が壊されようとしているのに、」R東海は工事についてき

ちんと説明せず工事を進めている」。

なお、記者会見にはメディア7社の記者が出席しました。 (建部)

次回□頭弁論は5月 17日 (金)14:30～  東京地裁 103号法廷

りニア相模原連絡会   プログ :髄ps:〃linearsagamihara.hatenablog,com/

ツイッター : httpsプ加 itter.com/tV8aD60PlgYXFFE

鳥屋の花春つιl

4月 20日 (土)10時～15時
鳥屋 :小島久雄さんの広い庭園

鳥屋の車両基地予定地の小島ス男さんの庭園で花祭

イベント・ギター演奏・みんなで歌おう・クスノキ

紙芝居・小島ス男さんのお話など 参加費500円

諄んなおいてよ「森カフェづくらl」

4月 13日 (土 )

9時 鳥屋 :渡戸自治会館前集合

お問い合わせ先 :松本 (090-8116-8088) 河内 (042-689-2142)
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全国で住民運動 ′

リエアは「国が決めたことだから」「今さら反対しても」という声もあります、

しかしいま全国でくらし、環境を守るために沿線で住民が立ち上がつています。

山梨南アルプス市民
りニアの事業計画は有害無益

鷲・ ‐蓼‐ =

南アルプス市の、5地区の沿線住民らで作る「南アル

プス市りニア対策協議会」は、2月 10日 ,沿線住民ら

約50人に説明会を開き、りニア建設により騒音などが

平穏な生活を侵害すると訴えました。

そしてりニアの事業計画は有害無盃で、」R東海の補償は正当ではないなどとして工事差し止め

に加えて損害賠償を求める方針も明らかにしました。  (テレビ山梨 2019.02.10)

決める主人/Atは私たち主権者です。
リエア使用認可ノー

田園調布など沿線の住民約 560人が、国交省に審査請求

JR東海が建設を進めるりニア中央新幹線を巡り、個

人所有地の地下に無断で トンネルを掘るのは憲法が定

めた財産権の侵害に当たるなどとして、東京都大田区

の田園調布など沿線の住民約 560人が10日、国主交

通省に大深度地下使用認可の取り消しを求める審査請

求書を提出しました。 (毎日新聞 2019年 1月 10日 )

不退転の決意・静岡県知事

川勝平太知事笞弁 00県といたしましては、 リエア中央新幹線事業に

よる水資源や自然環境に及ぼすマイナスの影響、 悪影響の回避を図り

利水者や地域住民を初めとした県民のL.L様の不安を解消するため、不退転

の決意で臨んで該いります。(2018年 12月 6日静岡県議会)

りニア 00工事自体が無謀 工事なんてできつこない

南アルプスがエコパークに認定されたところに環境破壊すること自体が、しつかり捉えられて

いない。大丼川の水は何十万という人たちが生業を営まれております。

工事自体が無謀。地元の理解、利水者の理解、流量に対しての見識の不足、そうした中で工事は

発注する。工事なんてできつこないというふうに私は思つておりますがね。

(川勝平太静岡県知事記者会見・ 2017年 11月 30日静岡県ホームページ) (松本)
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「長竹lF常口・本線トンネrL J工事説EE会開かれる
去年 10月に工事が決まつた、津久丼トンネル・西工区のうち、長竹非常□にかかわる工事

説明会が、2月半ばに串川地域センターで行われた。 」R東海と工事会社は長竹非常口の坑

□や工事ヤード、非常□トンネルの位置やトンネルの大きさなどをはじめて公表した。工事車

両の通る道路やトンネル残土を運びだすルートも/AN表された。

長竹非常□の坑□からりニア本線までは長さ900m、 トンネルの大きさは横約7m、 縦約6
mのかまぼこ型となつている。本線トンネルは横約 13m、 縦約8m.いずれも内径だ。トン

ネル掘削では火薬を使い発破をかける。

工事ヤードは沼ノヽス亭近くにあるコンピニ裏手の出になる。トンネル残土は」A串川支店の

前、長竹三差路を経由して、韮尾根方面へと運ばれる。このルートそばには幼稚園、串川小・

中学校があり、歩道がほとんどない場所もある。10t、 12tの トラックの通行は大変危険とな

る。本線トンネルの掘削が始まる2020年夏、工事車両は1日最大450台 (往復)。 これから

工事が始まる。工期は2026年 6月末までの予定。工事説明会への出席は多くなかつたよう

だ。周囲の住民にも工事のことは充分に知ら

せてほしい。また工事説明会の案内は広範囲に  み
やるべきだと思う。   (河 村)      `羹 鶴

非常ロトンネル

六鹿村からの報告 -1′ ニアエ事で県道請落

3月 3日 (日 )18時より橋本駅北□にて、

りニア新幹線を考える相模原連絡会主催で

「りニア災害 長野・ 大鹿村からの報告」

を約 30名の参加で開催しました。大鹿村

からの報告は、村民の前島ス美さんにお願い

しました。

最近の動きとして、本坑は散だ掘肖Jはでき

ていないが、作業用 トンネル坑□は2019
年度に新たに1か所増える。この3月から村

内を通るリエア関連のダンプ車両は月平均

314台となるなど。また、2017年に起きたりニフ関連工事が原因で、大鹿村に通する県道道

路斜面が大規模崩落した事故で、本来ならばこの地質では掘削機を使わないと駄目だが、工事

費用を安<あげるために発破を、しかも通常の2倍使つていたことが判明したそうです。前島

さんは、「ともかくJR東海は、『早<!安く!』 で工事を進めている」ことを強調していました。

りニア災害はこれからも起き得るし、そうなる前に早く工事を断念させなければなりません。

この他、神奈川県駅予定地周辺の動きや、鳥屋地区のトラスト運動についても報告があり、そ

の後の交流会も交えて有意義な時間を過ごすことができました。(渡選幸之助)



相鷹高機の保存樹クスノキこ縁地の保存を J

― 署名を集めてい春す ―

96年に渡り橋本のシンボルだつた県立相原高校が4月移転する。今後、跡地がどうなるか伝

える。プレハブ校舎は6月末までに解体。県はJR東海に駅上の土地を売却。他は県が貸して工

事ヤードに。3月議会に予算が通つたら契約し、秋□頃工事開始予定。本を伐るのはそれより

前かも。駅以外は土地区画整理事業で開発し、県は一番の大地主だ。市民が求める保存樹クス

ノキと緑地の保全に向け、ぜひ大地主さんには尽力していただきたい。この間、人なの声を束

ねる署名活動を通して相原高校が愛されてきたとしみじみ思つた。同時にFoO違 つたllt報を信じ

ている人が多いことも知った。りニフ駅は相原高校のアリオ側から子どもセンター方向なの

に、真ん中を突つ切ると思つていたり、クスノキは

リエアと大開発に邪魔だと伐られるのに、倒木しそ

うな危険な木だから伐られると思つているなどだ。

どこからそんな情報が広まつたのか。野鳥好きの私

は行き場を失つた鳥たちを思うとつらい。敷地内を

棲み処とする生物は人FB5でな<ても「先住民」だ。

署名協力どうぞよろし<お願いします。

(橋本の緑と安心を守る会丁&Y
署名間合せ 042-712-3560 飛澤)

市こ県勝:fニア事業に協カー辺日でおいのか?

■ 民FB5会社の代わりに用地買収する自治体職員

7年前の2012年 2月、当時の黒岩県知事と加山相模原市長は共同記者会見し、りニアの中間駅

を橋本駅周辺、県立相原高校内に誘致し、その経済効果を期待する姿勢を示しました。

一方」R東海と国は、従来の新幹線とは全く異なる乗り物にもかかわらず、全国新幹線鉄道整備

法という法律にうま<組み込ませました。」R東海は、この法律の第 13条 “地方公共団体は用地

買収のあつせんなどに努める"とのお墨付きの下、県や市と協定を結び自治体に用地買収交渉を

委任しました。 (旧市内は相模原市、旧津ス丼郡は県が担当する)

市民からすれば、自分たちを守るハズの自治体職員が一民間企業の事業のために働き、用地買

収を進めてい<のです。まして「りニアは麟要ない」「公共事業とは違う」|と思う土地所有者の思

いは大変複雑です。 (市はその後、職員の手薄から工事にも詳しい首都高速(株)に業務の委託をしている。)

■ 利潤追求の巨大工事より住民の生活を守ることを第一義に !

市長や県知事は誘致 して後は知らんぶりでは困ります。従来の新幹線とは全く違うリニアは
“最先端の技術"の言葉の陰に予測もつかない環境や<ら しへのダメージが起こり得るのですか

ら。膨大な残土運搬 トラックが走り回ります。橋や道路を人なが安全に使えるのか?出 を削り谷

を埋めた人工物のすぐそばで暮らす人々は、異常気象の豪雨にあっても安全でいられるのか?
橋本周辺の浅いトンネル上で地盤沈下が起こっても対応し得る専門家による第3者委員会は必要

ないか、水資源はどうか等々、未曾有の巨大工事に備えてお<事が沢出あります。

静岡県は知事を先頭に、りニアエ事で減水する大丼川下流の住民の生活や産業を守るため、」R
東海と対峙しています。首長と議員には住民を守る本来の立場に立って、りニア事業と」R東海に

向き含うべきだと3螢<思います。   (桜 丼)
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